
当社では、お客様に安全で快適にご利用頂けるよう、次の取り組みを行っております。 

2025 年度は以下の取組を実施いたしました。 

２０２５年度 安全方針                     

１．安全は全てに優先 

120％の安全確保に努め、お客様に安全・安心をお届けします。 

  ２．法令及び諸規則の順守 

    法令及び諸規則の順守はもとより、良識を持って誠実に行動します。 

 ３．常に安全の維持・向上 

    常に安全を維持・向上させるため、必要なチャレンジを惜しみません。 

 ４．自ら考える組織  

自ら考え、問題意識を持ち、問題を発見し解決し、成長発展することで、安全 

確保に全員で取り組みます。 

５．顧客を意識した事業活動 

    顧客の意見に耳を傾け、安全・安心なサービスを提供します。  

 

安全運航への取り組み                      

 １．安全会議の開催 

    安全統括管理者、運航管理者、船長（水陸両用船を含む）が参加する、 

    「安全会議」を定期的に開催。安全に対する計画・実行・評価・改善の 

    検証をし、安全マネジメントの PDCA サイクルの構築を図っています。 

    併せて富士急グループの船舶会社４社合同の「船舶合同安全会議」を 

    通して、安全に関する情報を共有し、好事例などの展開を図っています。 

 

 ２．ヒヤリハット情報の収集 

    当社では、小さな情報を職員が共有することで、大きな事故を未然に防ぐことを 

    重要視しています。このため、職員からのヒヤリハット情報（予期せぬ出来事、 

    危険と思われる事案など）を収集し、「安全会議」を通して共有、改善を図って 

    います。 

 

 3．海上運送法の改正に向けた取り組み 

    海上運送法に対応するため、富士五湖観光船 

    協会山中湖支部が開催した勉強会に参加しました。 

    試験制度となった安全統括管理者等は対象者 

    全員が試験に合格しました。 



船名 白鳥の湖 ニューわかふじ

総トン数 89 18

旅客定員 180人 80人

救命胴衣 定員以上 80

救命浮器 2台 -

無線

最新検査日 2026年2月6日 2025年7月3日

旅客賠償保険

あり

1億円（1名あたり）

 4．訓練の実施 

    毎年、定期的に訓練を実施し、危機管理意識を徹底しています。 

    2025 年度に実施した訓練は、水難者救助訓練、災害対応金連、不審者 

    対応訓練、事故対応の机上訓練（水陸両用車） 

 

     （災害対応訓練）            （不審者対応訓練） 

 

                    

 

 

 

 

 

 

当社の情報                        

１．会社概要 

 ①社  名   富士汽船株式会社（ふじきせんかぶしきがいしゃ） 

 ②住  所   山梨県南都留郡山中湖村平野 506-1 

 ③電話番号   0555-62-0130 

 ④ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ   https://www.yamanakako-yuransen.jp/ 

 ⑤設  立   1959 年８月 

 ⑥事業許可   旅客定期航路事業、旅客不定期航路事業 

 

２-1 船舶情報（遊覧船） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社内での役職 選任日

安全統括管理者 取締役統括部長 2023年7月

運航管理者 船長 2020年10月

船名 KABA KABA2 KABA4

総トン数 12 11 11

旅客定員 34人 40人 40人

救命胴衣 55 55 82

救命浮器 2台 2台 2台

無線

最新検査日 2026年3月26日 2026年4月2日 2026年3月19日

旅客賠償保険

あり

1億円（1名あたり）

２-2 船舶情報（水陸両用船） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当社は水陸両用船の運航管理を受託しています。 

 

３．過去５年間の事故・行政処分 

   ありません 

 

４．安全統括管理者及び運航管理者 

 

 


